
 
第１回 海軍道路の桜並木に関する懇談会 

 

日時：令和３年７月 30 日（金）16：00～18：00 

場所：中屋敷地区センター 小・中会議室 

 

議   題 

   

  〇開会 

 

  〇議事 

   １ 懇談会の目的、メンバー紹介         資料１ 

 

   ２ 海軍道路の桜並木の現状・課題        資料２ 

 

   ３ 海軍道路の桜並木に関する方向性（案）    資料３ 

 

   ４ 桜の植え替え事例と過去の検討経緯      資料４ 

 

   ５ 意見交換 

 

   ６ 今後のスケジュールと進め方         資料５ 

 

  〇閉会 

 

 

■配布資料 

 資料１：海軍道路の桜並木に関する懇談会の目的とメンバー 

 資料２：海軍道路の桜並木の現状・課題 

 資料３：海軍道路の桜並木に関する方針（案） 

 資料４：桜の植え替え事例と過去の検討経緯 

 資料５：今後のスケジュールと進め方（案） 

 参考資料：旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画 

 参考資料：横浜国際園芸博覧会広報チラシ 

  



 

海軍道路の桜並木に関する懇談会の目的とメンバー 

 

 

１ 懇談会の⽬的 

海軍道路の桜並⽊について、現状や課題を把握し、再整備の⽅向性や将来への継承
などに関することについて、横浜市と意⾒交換を⾏います。 

対象区域は、瀬⾕中学校前交差点から⼋王⼦街道までの環状４号線（海軍道路）と
します。 

２ 懇談会のメンバー 

 ⽒名 所属 

１ 網代 宗四郎 瀬⾕区上瀬⾕通信施設返還対策協議会 

２ 澁⾕ 悦旦 瀬⾕区上瀬⾕通信施設返還対策協議会 

３ 川⼝ 篤 旧上瀬⾕通信施設まちづくり協議会 

４ ⽥中 信義 旧上瀬⾕通信施設まちづくり協議会 

５ 奥津 ⽂雄 上瀬⾕農業専⽤地区協議会 

６ 奥津 敏雄 瀬⾕北部町内連合会 

７ 原 喜久男 瀬⾕北部町内連合会 

８ 上⽥ 三郎 本郷地区連合⾃治会 

９ 佐藤 好徳 本郷地区連合⾃治会 

10 横⼭ 正之 瀬⾕第⼀地区連合町内会 

11 ⽔村 明 瀬⾕第⼀地区連合町内会 

12 有本 幸正 瀬⾕区在住区⺠ 

13 ⼤江 ⽅⼈ 瀬⾕区在住区⺠ 

14 ⼤場 隆也 瀬⾕区在住区⺠ 

15 ⼩野⽥ ⾥穂 瀬⾕区在住区⺠ 

16 ⻄宮 伶奈 瀬⾕区在住区⺠ 

 

資料１ 

01190006
長方形



海軍道路の桜並木の現状・課題

目 次 

１ 桜並木の概要・沿革 

２ 桜並木の現況・問題点 

３ 関連事業の概要と桜並木への影響 

４ 国際園芸博覧会の開催に向けた検討 

資料２ 
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１ 桜並⽊の概要・沿⾰ 
環状４号線のうち「海軍道路」は、市の道路愛称事業による「愛称道路」名として、環状

４号線のうち瀬谷中学校前から八王子街道までの区間について名づけられたもので、直線道

路が約３ｋｍにも及びます。 

海軍道路の桜並木は、日米合同委員会で、海軍道路の一部共同使用合意がなされ、昭和 51

年頃、平和を祈念して桜（ソメイヨシノ）が海軍道路の南側区間の瀬谷中学校～中瀬谷消防

出張所の間に植栽されました。昭和 57 年頃、海軍道路の北側区間、中瀬谷消防出張所から八

王子街道の間に桜（ソメイヨシノ）が植栽されました。 

平成 29 年度瀬谷区区民意識調査での瀬谷区を象

徴するものに関する設問では、「緑の多い環境、空

気がいい」が最も多く、２位が「桜並木」となって

います。 

 

調査対象 瀬谷区内に居住する 18 歳以上の男

女 3.000 人 

調査方法 郵送によるアンケート形式 

調査期間 平成 29 年９月 11 日から 9 月 29

日 

回答方式 無記名、選択式 

回収数 1,278 件（回収率 42.8％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【海軍道路の桜並木基礎データ】 
・海軍道路の全長：約 2,850m（北側：目黒交番前〜中瀬谷消防出張所付近、 

南側：出張所付近〜瀬谷中学校前） 
・樹種および本数：ソメイヨシノ約 280 本、ヨウコウ約 40 本 
・管理状況：瀬谷土木事務所が樹木医による街路樹診断を毎年実施 
・由来：「道路沿い両側に平和の願いを込めて桜が植樹された」と記載 

(「横濱 Vol.58 2017 年秋号」P34-35) 

海軍道路の桜並木 令和元年９月の台⾵15 号で倒木した様子 

件数

1 緑の多い環境、空気がいい 185

2 桜並⽊ 147

3 ⽶軍⽤地の今後、有効活⽤ 55

4 せやまる 53

5 特産(ウド、アスパラガス、なしなど) 41

6 ⽔辺 32

7 ⼋福神めぐり 28

8 農地と併存 27

9 ⻑屋⾨公園 22

10 瀬⾕市⺠の森 21

⼩分類上位10位
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２ 桜並⽊の現況・問題点 

（１）桜並⽊の⽣育状況・経年変化 

海軍道路の桜並木は、植樹から 50 年近くが経過しています。 

この桜並木は、旧環状４号線の区間（Ａ区間）、旧環状４号線の南側から中瀬谷消防出張

所までの区間（Ｂ区間）、中瀬谷消防出張所から瀬谷中前交差点までの区間（Ｃ区間）に区

分されます。（次ページ参照） 

サクラの生育本数は、321 本（ソメイヨシノは、2020 年樹木医診断結果と伐採実績より、

ヨウコウは、2019 年診断結果より集計）です。 

表 サクラの品種別本数 

 

 

 

 

 

 

 

当桜並木の植栽当時（昭和 50 年〜58 年頃）の植栽本数は記録がありませんが、平成 7 年度

の時点でおよそ 600 本のソメイヨシノが生育していたといわれています。令和３年４月時点の

ソメイヨシノの本数は 282 本となっており、平成 7 年度から半減したことがわかります。平均

すると、毎年約 20 本を伐採しています。 

全体の本数は今後もこのような傾向で推移していくと考えられます。 

表 桜並木における近年のソメイヨシノ伐採本数（年度別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 桜並木（ソメイヨシノ）の生育本数の推移

年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

伐採本数 38 1 8 13 13

年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

伐採本数 10 29 43 19

ソメイヨシノ ヨウコウ

西側 13 22 35

東側 5 5 10

西側 119 119

東側 107 107

西側 12 12

東側 38 38

282 39

区間 計

A区間 45

B区間 226

C区間 50

計 321
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■現地調査図

A 区間 

B 区間 

C 区間 

A 区間 旧環状４号線 

位置図 

旧海軍道路には両側歩道にソメイヨシノが植栽されている バイパス整備に伴い、一部区間ではヨウコウが植栽されている 

B 区間 旧環状４号線の南側から中瀬谷消防出張所 

両側歩道にソメイヨシノが植栽されている。花見の時期は散歩する人が多く訪れ、車も混雑 農地側からの景観 統一された桜並木の景観が一望できる 

C 区間 中瀬谷消防出張所から瀬谷中前交差点 

東側歩道は住宅地に面して大きなソメイヨシノ、西側歩道はヨウコウが植栽 旧上瀬谷通信施設側は農地が広がっている。東側歩道はソメイヨシノ、西側歩道はヨウコウが植栽 

その他区間 

環状４号線の目黒交差点以北にもソメイヨシノが植栽 

瀬谷区 

本郷（三） 

瀬
谷
駅 

相
沢
(
四
) 

相
沢
(
五
) 

本
郷
(
四
) 

本
郷
(
二
) 中

央 

中屋敷（三） 
中
屋
敷
(
三
) 

環状４号線の霧が丘付近は、ソメイヨシノからヨウコウに植え替え （仮称）旧上瀬谷通信施設地区 

土地区画整理事業区域 
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（２）健全度
健全度として、令和２年度の総合判定別本数を見ると、ソメイヨシノでは B1（注意すべ

き被害がみられる）が最も多く 161 個体（約 57％）、次いで A（健全か健全に近い）が 61

個体（約 22％）、B2（著しい被害が見られる）が 60 個体（約 21％）となっています。 

ソメイヨシノの約 2 割が B2 以下の判定であり、健全度の低い状態です。

表 サクラの品種別及び総合判定別本数（令和２年度樹木医診断結果より） 

凡例 A 健全か健全に近い B1 注意すべき被害が見られる Ｂ2 著しい被害が見られる C 不健全 

街路樹診断等業務委託特記仕様書（横浜市道路局）による

判定 基準 

A 健全か健全に近い 

樹勢及び樹形の活力度が１又は２であり、その他の項目に異常がない

か、材質腐朽などの被害が軽微なもの。その他の異常についても、局

所的あるいは軽微な処置を行えば、問題のないもの。 

B1 
注意すべき被害が 

見られる 

樹勢又は樹形の活力度が３の段階であるもの。もしくは、今後活力の

低下や腐朽の進行が予測され、その他の項目についても被害が各種見

られ注意を要するもの。簡易な処置を必要とするもの。 

B2 
著しい被害が 

見られる 

樹勢又は樹形の活力度が４の段階であるもの。もしくは、幹や根の腐

朽が進行し、その他の項目においても被害が見られ、何らかの処置を

必要とするもの。 

C 不健全 

樹勢又は樹形の活力度が５の段階であるもの。もしくは、幹や根の腐

朽が著しく、極めて不健全な状態で回復の見込みがないもの。また、

倒木や幹折れの危険があるもの。 

根元にベッコウタケが確認されたもの 木槌による打診状況 

幹の腐朽 

A B1 B2 C

61 161 60
（18）

(R2年度伐採済)
約22% 約57% 約21%
27 9 0 3

約69% 約23% 約8%
計（本） 88 170 60 3 321

品種

ソメイヨシノ

ヨウコウ

総合判定
計（本）

282
(伐採済は除く)

39
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参考資料 2012年と 2020年の総合判定結果から見た経年変化 

・ 総合判定の経年変化を把握するため、「①2012 年の樹木調査で A 判定の樹木が 2020 年の樹木調査

で、どのように変化しているか」、「②2012 年の樹木調査で B１又は B２判定の樹木が 2020 年の樹

木調査で、どのように変化しているか」を整理しました。

・ 2012 年の樹木調査結果で A 判定であった個体は、８年経過すると 46％が B1、14％が B2、2％が C

判定、12％が８年間で伐採された個体となります。８年経過すると、約１割が C 判定または伐採に

なると推定されます。

・ 2020 年の樹木調査結果で B１又は B2 判定であった個体は、８年経過すると 7％が C 判定、37％が

８年間で伐採された個体となります。８年経過すると、約４割が C 判定または伐採になると推定さ

れます。

・ 上記の割合をもとに、2021 年から８年後の 2029 年頃の判定を算定すると、下表のとおりとなります。 

・ C 判定が 16 本、伐採が 88 本となり、路線全体での個体数は、178 本になると想定されます。

B1 71 46%
B2 22 14%
C 3 2%

伐採 19 12%
合計 153 75%

2012年時の調査でA判定の樹木の2020年総合判定

C 15 7%
伐採 84 37%

合計 230 43%

2012年時の調査でB1又はB2判定の樹木の2020年総合判定

樹種別総合判定別本数（2021年実績）（2020年樹木医診断結果と伐採実績より）

A B1 B2 C

ソメイヨシノ 61 161 60 282

A判定

B1 71 46%

B2 22 14%

C 3 2%

伐採 19 12%

合計 153 75%

B1、B2判定

C 15 7%

伐採 84 37%

合計 230 43%

2021年から８年後（2029年頃）樹種別総合判定別本数の想定

C

ソメイヨシノ 16 88 282

計伐採

品種
総合判定

計

221

総合判定

A、B1、B2

178

品種
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（３）桜並⽊の問題点
現在の桜並木からは、並木（サクラ）、道路交通、沿道生活環境、並木景観に関わる問題

が挙げられます。これらの問題は、樹冠を大きく広げ、下枝も低く、また肥大生長も早い

サクラ（ソメイヨシノ）の樹種特性に、狭い植栽空間等が要因と考えられます。

現状では、将来的な視点で、健全で美しい桜並木の存続は難しい状況です。

表 海道路の桜並木が抱える問題点 

項目 問題点 

並木 
（サクラ）

伐採、倒木などによる生育本数の減少、老朽化と、被害を受けている個体の増加 

根の巻き込み、根詰まり、根上がりが多い。 
樹冠が小さく、いびつな個体も見られる。 

道路交通 
越境枝、落枝や倒木などによる道路交通への影響、安全面での課題がある 

根上がりによる歩行の支障 

沿道生活
環境 

隣接する土地利用への影響（枝や根の越境） 

並木景観 倒木や不健全なため伐採される個体が増加し、並木の景観としての存続が難しい 
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B 区間 旧環状４号線の南側から中瀬谷消防出張所 

C 区間 中瀬谷消防出張所から瀬谷中前交差点 

A 区間 旧環状４号線 

植栽間隔が狭く、樹勢の悪い個体も見られる 台風の影響等、倒木により道路交通への影響が懸念
される。 

植栽基盤が狭く、歩道側へ根系が伸長し、舗装面を
持ち上げ、歩行へ支障が生じている。 

倒木や伐採された個体が増加、歯抜け状態の箇所が
見られ、並木景観が損なわれている 

狭小な植栽枡のため、根詰まり、根の巻き込みが
見られる。 

住宅に近いことから、強剪定での管理を行っている。
樹勢が低下している個体も見られる 
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３ 関連事業の概要と桜並⽊への影響 
現在、本方針の対象区域内では、「（仮称）旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業」、「（仮

称）都市高速鉄鉄道上瀬谷ライン整備事業」、「（仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備事業」が進め

られています。そのうち、「（仮称）旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業」の概要を整理し

ます。 

土地区画整理事業については、令和２（2020）年３月に旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画

を策定しています。その中で次のまちづくりのテーマ、方針を位置づけています。 

 

〇まちづくりのテーマ、方針 
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令和３年６月に公告を行った「旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業 環境影響評価準備

書」における土地利用計画図は以下の通りです。なお、この土地利用計画図は現在検討中のも

のであり、関係機関との協議及び詳細設計により変更する可能性があります。 

 

〇土地利用計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業 環境影響評価準備書より 
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環状４号線のうち、B 区間（旧上瀬谷通信施設地区）は、物流

ゾーンや観光・賑わいゾーン等を配置することから、来街者への

アクセスに対応し交通の円滑性を確保するため、土地区画整理事

業により拡幅整備する予定です。 

 

A 区間 

A 区間は、総幅員 18.0ｍを変更しない計画です。 

 

計画 

 

 

 

 

B 区間 

B 区間は、総幅員 31.0ｍとし、現況の道路中心線から両側へ

のセンター拡幅する計画としています。そのため、現況の桜並

木を残すことはできません。なお、歩道幅員は 5.5ｍで計画して

います。 

現況 

 

 

 

計画 

 

 

 

 

※歩道幅員は植栽帯を含んだ幅員としています。植栽帯の位置

については、今後検討していきます。 

 

C 区間 

C 区間は、総幅員 18.0ｍとなっています。植樹桝は、道路東

側に 1.2ｍから 1.5ｍで設置されています。 

 

 

 

 

 

※各区間の計画は、今後の協議により変更になる可能性があります。 

A 区間 

B 区間 

C 区間 

目黒交差点 

中瀬谷 

消防出張所 

整備計画図 

現況 

瀬谷中前交差点 

（仮称）旧上瀬谷通信施設地区 

土地区画整理事業区域 
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４ 国際園芸博覧会の開催に向けた検討  
現在、横浜市では、2027 年国際園芸博覧会の開催に向けた取組が進められており、環状４

号線は、瀬谷駅から国際園芸博覧会会場へのアクセスルートとなります。 
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参考資料 健全度調査結果（ソメイヨシノは、2020 年樹木診断結果より、ヨウコウは、2019 年診断結果より集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 サクラの外観診断総合判定別樹冠投影図 1/2 

  

A 区間 

B 区間 

B 区間 B 区間 B 区間 
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図 サクラの外観診断総合判定別樹冠投影図 2/2 

  

C 区間 

B 区間 

C 区間 C 区間 

C 区間 



 

海軍道路の桜並⽊に関する⽅向性（案） 
 

桜並木の現状や課題を整理すると以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

１ 桜並木の概要・沿革 

・ 海軍道路の桜並木は、平和を祈念して昭和 50 年から 57 年頃に植樹されました。 

・ 平成 29 年度瀬谷区区民意識調査の瀬谷区を象徴するものに関する設問で「桜並木」が２位となってい

ます。 

２ 桜並木の現状・問題点 

・ 植樹から 50 年近くが経過しており、老木化により健全度が低下しています。 

・ 近年、台風等で倒木など通行車両や歩行者等への危険性が高まっています。 

・ 健全度として、外観診断総合判定を見ると、ソメイヨシノでは B1（おおむね健全）が最も多く 151 個体

（54％）となっています。 

３ 関連事業と桜並木への影響 

・ 旧上瀬谷通信施設では「郊外部の新たな活性化拠点の形成」をテーマとして、将来のまちづく

りを検討しています。 

・ A、B 区間は、物流ゾーンや観光・賑わいゾーン等を配置することから、来街者へのアクセス

に対応し交通の円滑性を確保するため、土地区画整理事業により、環状４号線を拡幅整備する

予定です。 

・ 拡幅整備を行う区間の海軍道路は、現在の桜並木を伐採する必要があります。 

海軍道路の桜並木の方向性（案） 

海軍道路の桜を植え換えることで、新たな桜並木を創出する 

４ 国際園芸博覧会の開催に向けた検討 

・ 海軍道路は、旧上瀬谷通信施設における観光・賑わいゾーンや、2027 年３月の開催に向けた取組を進

めている国際園芸博覧会における来場者の瀬谷駅からのアクセスルートになります。 

資料３ 



  

 

桜の植え替え事例と過去の検討経緯 
 

地区名 
横浜市 泉区 

いずみ野駅前通り 

横浜市 金沢区 

西柴の桜並木 

横浜市 港南区 

港南桜道 

写真 

 

植え替え前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植え替え後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植え替え前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植え替え後 

 

 

植え替え前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植え替え後 

 

経緯・理由 

・ 相鉄いずみ野駅から延びる延長約１km の市道に 155 本のソメイヨシノ

が植栽された地域のメインストリートとして親しまれてきたが、老木化に

よる樹勢の衰退や強風による倒木・落枝の危険性の増大や根上りによ

る歩行障害等が発生し事故も起こったことにより、再整備を検討するこ

とになった。 

・ 街路樹再整備計画を策定し、コシノヒガンザクラに植え替えを行った。 

 

 

・ 平成 20 年に初代の桜「ソメイヨシノ」を、腐朽のため伐採し、平成 22

年に 2 代目の桜として「ジンダイアケボノ」を新たに植えられた。 

 

・ ソメイヨシノの高齢化（約 80 年）による倒木の危険性、根上がりによる

舗装破壊、歩行者や自動車への通行障害の課題が生じていた。 

・ 平成 24 年度に住民と横浜市で話し合い、既存の桜を全て伐採、歩道

（幅員 2ｍ）と路肩（幅員１ｍ）を設置し、ヨウコウに植え替えを行った。 

 

 

資料４ 



 

 

 

桜の植え替え事例と過去の検討経緯 
  

①「海軍道路の環境を守る会」のアンケート調査結果 

平成 26 年に環状４号線の拡幅計画を横浜市から提示した際、「海軍道路の環境を守る

会」において周辺にお住まいの皆様へアンケート調査を実施しています。 

結果は、以下のとおりです。 

 

平成 26 年 海軍道路の環境を守る会によるアンケート調査結果（回答 69 通） 

 

    Q 「ヨウコウ」桜を西側歩道に植栽するという瀬谷土木事務所の方針について 

       イ 「ヨウコウ」の植栽に賛成   56 通 

       ロ ヨウコウ以外の樹木の植栽   2 通 

       ハ その他            8 通 

         無回答            3 通 

 

②瀬谷土木事務所の広報 

上記を踏まえ、瀬谷土木

事務所では C 区間の西側歩

道にヨウコウを随時植樹し

ていくことや東側歩道にも

ヨウコウの植樹を検討して

いく方針を地域に広報、現

地説明会を開催しました。

このことを踏まえて、現在

まで、ソメイヨシノからヨ

ウコウへの樹種転換を随時

進めています。 

 

 

 

 

 



2021年度 2022年度～2026年度 2027年度

（R3） （R4) （R8） （R9）

１ 海軍道路の
桜並木に関す
る懇談会

２ 国際園芸博
覧会

３ （仮称）旧上
瀬谷通信施設
地区土地区画
整理事業
（環状４号拡幅
整備含む）

第１回懇談会
（７月）

懇談会の目的

桜並木の現状・
課題

桜並木に関する
方向性（案）の
提示

今後の
スケジュール

第３回懇談会
（10月）

第１回懇談会、
現地説明会で
の主な意見

各区間の樹種
と考え方の
（案）を提示

第４回懇談会
（12月）

第３回懇談会
での主な意見

第３回懇談会
での意見交換
を踏まえた整
備イメージ
（案）の提示

第５回懇談会
（1月）

第４回懇談会
での主な意見

第４回懇談会
での意見交換
を踏まえた整
備イメージ
（修正案）の
提示

今後のスケジュールと進め⽅

博覧会の開催検討

国
際
園
芸
博
覧
会
の
開
催

令
和
９
年
３
⽉
か
ら
９
⽉

会場計画
設計等

プレイベント

施設
整備

法⼿続き・事業計画・設計等 ⼯事

﹁
桜
並
⽊
再
⽣
等
の
整
備
⽅
針
﹂
の
策
定

第６回懇談会
（3月）

第５回懇談会
での主な意見

桜並木再生等
の整備方針の
まとめ

⼯事

令和４年度以降

・記憶の保全事業
・整備計画の詳細な検討 等

第２回懇談会
（現地説明会）

（９月）

桜並木の現状・
問題点等を現地
にて説明

資料５



概要版

旧上瀬⾕通信施設⼟地利⽤基本計画

旧上瀬⾕通信施設の概要と経緯

これまでの経緯

旧上瀬⾕通信施設において、基盤整備の促進、国内外への地域の知名度やイメージの
向上、さらには国内外の先導的なまちづくりに寄与するため、国際園芸博覧会の
開催に向けた検討を進めています。開催後の⼟地利⽤にあたっては、地区全体でその
レガシーを継承・発展していきます。

事業⼿法
国有地・⺠有地の混在を解消するとともに、農業振興と都市的⼟地利⽤を⾏う⼟地

を集約し、農業基盤や道路などの都市基盤の整備を⼀体的に推進するため、地区全域
で横浜市が施⾏者となる⼟地区画整理事業を実施することを前提に検討を進めます。

旧上瀬⾕通信施設の概要
• 旧上瀬⾕通信施設は、平成27年６⽉
に返還された⽶軍施設の跡地です。

• ⾯積は約242haであり、⾸都圏でも
貴重な広⼤な⼟地です。

• 東名⾼速道路や保⼟ケ⾕バイパスに
近接しており、広域での交通利便性
が⾼い地区です。

• 地区内は横浜市内でも有数のまと
まった農地があり、周辺には市⺠の
森があるなど豊かな緑が広がってい
ます。

• ⼟地の所有状況は、国有地と⺠有地
がそれぞれ約45％ずつ、市有地が
約10％を占めています。

■航空写真

年⽉ 内容

昭和20年 ８⽉ ⽶軍が旧⽇本海軍の倉庫施設を接収

平成18年 ６⽉ 横浜市が「⽶軍施設返還跡地利⽤指針」を策定

平成27年 ２⽉ 農業専⽤地区協議会にて将来の⼟地利⽤の検討を開始

平成27年 ６⽉ 上瀬⾕通信施設の全域が返還

平成29年11⽉ 地権者による旧上瀬⾕通信施設まちづくり協議会（以下「まちづくり協議会」）が設⽴

平成30年５⽉ まちづくり協議会と横浜市で今後の検討の⽅向性をとりまとめ、
「旧上瀬⾕通信施設⼟地利⽤基本計画（協議会・横浜市 素案）」を公表

令和元年11⽉ ⼟地利⽤ゾーンについて、横浜市とまちづくり協議会で合意

横浜市が策定した「⽶軍施設返還跡地利⽤指針」や横浜市を取り巻く状況、区⺠や
市⺠の皆様などからの意⾒や要望を踏まえながら、将来の⼟地利⽤を検討してきまし
た。
また、地区の約45%を⺠有地が占めていますが、⽶軍施設として使⽤されてきたた

め、約70年間にわたって⼟地利⽤が制限されてきました。そのため、将来の⼟地利⽤
については、地権者の理解が必要であることから、地権者の皆様とも意⾒交換を⾏っ
てきました。

お問い合わせ先
横浜市都市整備局上瀬⾕整備推進課
〒231-0005 横浜市中区本町6-50-10
電話︓045-671-2061 FAX︓045-550-4098

スケジュール

環境影響評価⼿続
基盤整備等⼯事
（道路、農地など）

国際園芸
博覧会の
開催

2019年度

市⺠意⾒募集

＞ ＞ ＞ ＞

都市計画⼿続

2027年度

都
市
計
画

決
定

⼟地利⽤基本
計画(素案)公表

⼟地利⽤基本
計画策定

※スケジュールについては、引き続き精査していきます。

⼟地区画
整理事業

事業概要

国際園芸博覧会との連携

旧上瀬⾕通信施設における⼤規模な⼟地利⽤転換に伴い、発⽣が想定される交通需要に
対応し、横浜市郊外部の新たな活性化拠点の形成に資する、瀬⾕駅を起点とした新たな
交通（中量軌道など（※））の導⼊を図ります。

※LRT、新交通システム、モノレールなど

●新たな交通

●周辺道路
旧上瀬⾕通信施設における⼤規模な⼟地利⽤転換に伴い、東名⾼速道路や保⼟ケ⾕

バイパスなどの幹線道路から流⼊が想定される交通量の⼤幅な増加に対応するため、
⼋王⼦街道など、都市計画道路の整備により道路ネットワークの強化を図ります。

関連施設計画



まちづくりのコンセプト

⼟地利⽤の内容

賑わい施設などと連携した農産物の収穫体験や、滞在しながら農の
魅⼒を味わう農体験、ICTなどを活⽤した質の⾼い農産物の安定⽣
産と直売所等による「収益性の⾼い農業」の展開、⼤学と連携した
農業技術の研究など、他の地域へも波及する新たな都市農業モデル
となる拠点を形成します。

テーマパークを核とした複合的な集客施設が⽴地し、国内外から⼈
を呼び込む観光と賑わいの拠点を形成します。

東名⾼速道路や保⼟ケ⾕バイパスなどの広域的な幹線道路との近接
性をいかし、新技術を活⽤した効率的な国内物流を展開する新たな
拠点を形成します。

農業振興
ゾーン

観光・賑わい
ゾーン

物流ゾーン

公園・防災
ゾーン

国際園芸博覧会のレガシーを継承する公園や災害時における広域的
な防災拠点（消防・警察・⾃衛隊などの受⼊に必要な広域応援活動
拠点としての施設・機能や広域避難場所としての機能）などを形成
します。

• 豊かな⾃然環境をいかした⼟地利⽤の検討を進めるとともに、地区全体で多様な機能
を持つグリーンインフラを活⽤します。

• 持続可能な都市農業を推進していくため、農業⽣産基盤の整備を図ります。
• ⼤規模な⼟地利⽤の転換に伴い発⽣が想定される交通需要に対応する新たな交通の
導⼊を図ります。

• 東名⾼速道路や保⼟ケ⾕バイパスなどの幹線道路に近接する優位性を最⼤限発揮でき
るよう、道路アクセスの強化を推進します。

• 地区周辺の道路ネットワークとのつながりや、地区内の⼟地利⽤を考慮して、地区内
の道路ネットワークを形成します。

• 道路や公園、調整池、下⽔道などの基盤整備については、防災・減災機能の強化を
図ります。

• 地区内道路の整備にあたっては、歩⾏者や⾃転⾞等の通⾏に配慮した優しい空間を
形成します。

⼟地利⽤を実現する基盤整備の考え⽅

旧上瀬⾕通信施設は、⽶軍施設として利⽤されてきたため、約70年間にわたり⼟地
利⽤の制限を受けながら、地権者を中⼼に農業が営まれてきました。
そのなかで、今ある緑や農地を保全しつつ、ここでしかできない新たなコトやモノを

創出することで、世界中のヒトやモノを惹きつける魅⼒ある空間を実現し、豊かな⾃然
環境をいかした、郊外部の活性化を⽬指していく必要があります。

まちづくりのテーマ

郊外部の新たな活性化拠点の形成
〜みらいまで広げるヒト・モノ・コトの⾏き交うまち〜

【⽅針３】
将来にわたり、安全安⼼
で、利便性の⾼いまち

【⽅針２】
活⼒ある都市農業と緑を
いかした魅⼒あるまち

【⽅針１】
多様な交流による、

賑わいと活気のあるまち

各⼟地利⽤ゾーンへのアクセスと防災性の向上に資するよう、主要な地区内道路を配置し
ます。また、観光・賑わいゾーンの外周は、円滑な交通処理のため周回できるよう、主要
な地区内道路を配置します。

⼟地利⽤ゾーン

農業振興
ゾーン

観光・賑わい
ゾーン

物流ゾーン

公園・防災
ゾーン

農業振興
ゾーン

上川井ＩＣ

上川井
市⺠の森

瀬⾕市⺠の森
和
泉
川

相
沢
川

環
状
４
号
線

⼤
⾨
川

県
道
瀬
⾕
柏
尾

相模鉄道本線

瀬⾕区

旭区

<ゾーンの連携>
各ゾーンが連携することにより、⼈やものが⾏き交い、将来的には年間1500万⼈が

訪れ、地区全体の価値が向上するとともに、周辺地域へも波及していくことで、環境
と共⽣した郊外部の新たな活性化拠点の形成を⽬指します。

⼟地利⽤

農業振興
ゾーン

おおむね50ha

観光・賑わい
ゾーン

おおむね
125ha

物流ゾーン

おおむね15ha

公園・防災
ゾーン

おおむね50ha








